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湖 クレバス
氷の動き

①温暖化により氷の表面
が融解し、湖などが形
成される。

②水は氷河内の割れ目を
伝わって、地表との隙
間に流れ出す。

③流れ出た水が潤滑油の
働きをして、上の氷が
滑って動く。

④氷床の流出がます
ます加速される。

100年後、
地球の平均気温は1.8〜4.0℃上昇
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気温上昇

温室効果ガスが2000年の濃度で一定
20世紀
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SRESシナリオ※

　世界平均気温の上昇は、21世紀末まで
に、環境の保全と経済の発展が地球規模で
両立する社会（最も気温上昇の小さい（B1）
シナリオ）では約1.8℃（1.1～2.9℃）、
化石エネルギー源を重視しつつ高い経済
成長を実現する社会（最も気温上昇の大き
い（A1FI）シナリオ）では約4.0℃（2.4～
6.4℃）と予測されています。ここで、（）内
の数字は可能性の高い予測幅を意味します。
　また、今後20年間は、シナリオの違いに
関係なく、0.4℃気温が上昇すると予測され
ています。

　上のグラフは、あくまで「世界平均気温」の予測です。実際には、地域
による違いや季節や年による変動等があります。
　左図はA1Bシナリオでの2090～2099年の気温上昇の予測結果で
す。世界平均の気温上昇は2.8℃と予測されていますが、北極などの高緯
度地域の気温上昇は、世界平均の気温上昇を上回ると予測されています。

　現在の海面上昇の予測には、
まだ炭素循環フィードバックの
不確実性や、氷床流出変化によ
る全ての影響が含まれていませ
ん。この影響を考慮すると、よ
り大きな海面上昇が起こる可能
性があります。

　世界平均海面水位は、21世紀末まで
に、環境の保全と経済の発展が地球規模で
両立する社会（B1シナリオ）では0.18～
0.38m、化石エネルギー源を重視しつつ高
い経済成長を実現する社会（A1FIシナリオ）
では0.26～0.59m、上昇すると予測され
ています。

気温がさらに上昇する

平均値だけでは、本当の影響が見えない場合がある

海面水位がさらに上昇する

世界平均気温と世界平均海面水位の予測 （1980-1999年と比較した気温上昇）

1980～1999年から2090～2099年における
年平均気温の変化（A1Bシナリオ）

氷床流出変化のメカニズム

（出典8より作成）

（出典8より）

海面上昇予測には、まだ含まれていない要素がある

※	IPCCは、2000年に公表した「排出シナリオに関わるIPCC特別報告書（SRES）」の中で、世
界の社会経済に関する将来の道筋を「経済志向－環境・経済調和志向」、「地球主義志向－地
域主義志向」の計4つに大別し、それぞれの道筋を叙述的又は定量的に描写しています。そし
て、これら（SRESシナリオ）を前提として、将来の温室効果ガス排出量が推計されています。

写真提供：ROGER	BRAITHWAITE/Still	Pictures

グリーンランドを覆う大規模な氷床から
とけ出した水の流れ

8



世界の沿岸湿地の
約30%の消失※2

湿潤熱帯地域と高緯度地域における水利用可能量の増加

中緯度地域と半乾燥低緯度地域における水利用可能量の減少と干ばつの増加

数億人の人々が水ストレスの増加に直面

最大30%の種の絶滅リスクが増加 地球規模での
重大な※1 絶滅

サンゴの白化の増加 ほとんどのサンゴが白化 広範囲にわたるサンゴの死滅

種の分布範囲の移動及び森林火災のリスクの増加
の生態系が影響を受ける。

陸域生物圏の正味の炭素放出源化が進行
~15%                                                          ~40%の

低緯度地域における穀物の生産性の低下傾向 低緯度地域における全て
の穀物の生産性の低下

中高緯度地域におけるいくつか
の穀物の生産性の増加傾向

いくつかの地域における
穀物の生産性の低下

小規模農家、自給農業者、漁業者への複合的で局所的な負の影響

いくつかの感染症媒介生物の分布変化

栄養不良、下痢、心臓・呼吸器系疾患、感染症による負担の増加

保健サービスへの重大な負担

これに沿って影響が増加する このまま影響が継続する

海洋の子午面循環が弱まることによる生態系の変化

毎年さらに数百万人が沿岸域の洪水に遭遇する可能性がある

洪水及び暴風雨による被害の増加

熱波、洪水、干ばつによる罹病率※3及び死亡率の増加
り
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※1：「重大な」はここでは40％以上と定義する
※2：2000～2080年の海面平均上昇率4.2mm/年に基づく
※3：病気の発生率のこと

わずかな気温上昇でも
温暖化の悪影響が生じる
　温暖化が進むことによって、将来的に世界各地で深刻な影響が生じると考えられています。
　AR4では、地域ごとに以下のような影響が予測されています。

　AR4では、気温の上昇量とそれに伴う主
要な影響を、右の表のようにまとめています。
この表では、各文章が始まる左端の位置が、
その影響が出始める気温上昇量であることを
示しています。
　例えば、中緯度地域や半乾燥低緯度地域
における水利用可能量の減少や干ばつの増
加、サンゴの白化の増加、沿岸域における
洪水や暴風雨による被害の増加、感染症の媒
介生物の分布変化など、地域や分野によって
は、たとえ0～1℃程度の気温上昇であって
も、温暖化の悪影響を被ります。
　こうした脆弱な人間社会や自然環境の存在
を考慮すると、「世界平均で何℃の気温上昇
であれば安全」という線を引くことはとても難
しく、可能な限り温暖化を緩和することが必
要であることがわかります。

地域ごとに予測される影響の例

わずかな気温上昇でも温暖化の悪影響を被る地域・分野がある

小島嶼オーストラリア及びニュージーランド

アジア
ヨーロッパ 北アメリカ

南アメリカ
アフリカ

北極

南極

海面上昇による浸水や
侵食等によって、必要
不可欠なインフラ、居住
域、施設が脅かされる。

現在進行している水の安全保障の問題は、
2030年までに一部の地域でさらに増大する。
例えば、ビクトリア州では2030年までに流出量
が最大45％減少し、オーストラリアのマーレー・
ダーリング川流域でも2050年までに河川流量
が10～25％減少する。

沿岸地域（特に南アジア、東アジア、東南アジアの
人口が密集しているメガデルタ地帯）は、洪水の増
加によって最大のリスクにさらされる。例えば、1m
の海面上昇で、ベトナムの紅河流域では5,000km2
が浸水して400万人の人々が影響を受け、メコン川
流域では15,000~20,000km2が浸水して350	～
500万人の人々が影響を受ける。

A2及びB1排出シナリオに基づ
くと、2080年代までに、17の
西ヨーロッパ諸国の水ストレスを
受ける流域に居住する人々の数
が、さらに1600万人から4400
万人それぞれ増加する。

夏季の気温上昇によって、
火災リスクの高い期間が
10～30％伸び、カナダで
は2100年までに、森林の
焼失面積が現在より74～
118％増加する。

A2の排出シナリオに基づくと、
飢餓のリスクにさらされる人々
の数が、気候変動によって、
2020年に500万人、2050年
に2,600万 人、2080年 に は
8,500万人、追加的に増加する
（二酸化炭素濃度の上昇による
肥沃効果を考慮しない場合）。

2020年までに、7,500万～	
2億5,000万人の人々が、気
候変動に伴う水ストレスの増
加にさらされる。
2020年までに、いくつかの
国で、天水農業における収
量が最大で50％減少する。

排出シナリオによっては、北極地方では、今世紀末までに、
海氷の年間平均範囲が22	～33％減少する。

南極大陸では、南極半島の氷河の消失や西南極氷床の一部の
厚さの減少など、現在生じている現象が継続する。 （出典8,	9より）

世界年平均気温の増大に対応した主要な影響

（出典8より）
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